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1. はじめに 

光導波路等の光フィールドの評価方法である

近視野像(NFP)は通常、導波路端面近傍の光フィ

ールドを、レンズを介して写真撮影を行う手法が

知られている。このため、高精度な空間的位置に

対する電界分布取得は難しい。 

そこで、遠視野像(FFP)を測定し、逆フーリエ

変換によって光の出射端面における電界分布を

直接計測する手法を検討した。その結果、本手法

が、ある程度の精度で光導波路端面における光フ

ィールド評価が可能であることが分かったので

報告する。 

 

2. 光フィールド測定原理 

 FFP f(x,y,z)はフレネル-キルヒホッフの回折式

をフラウンフォーファ領域における近似を行っ

た(1)式を用いて導波路端面の電界分布 f(x0,y0,0) 

から得られる。 

 

 

 

(1) 

ここで kは波数、nは伝搬する空間の屈折率を示

している。この式から、導波路端面の電界分布を

フーリエ変換することで FFP を求められる。こ

の関係に着目し、FFP を測定して逆フーリエ変換

により導波路端面の光フィールド計測を行う。 

 

3. 検討結果・考察 

 実際に図 1 に示すシリカ系ハイメサ導波路[1]

について FFP の測定を行った。測定結果を図 2

に示す。逆フーリエ変換を行うには、各水平位置

における電界分布の位相情報が必要である。この

測定結果からは、位相情報を得ることができない。

そこで FFPにおける位相が一定であると仮定し、

図 2の測定結果を逆フーリエ変換し、導波路端面

の電界分布を求めた。その変換結果を図 3 に示す。

変換が正しく行われていることを確認するため

に、図 1の導波路について有限要素法(FEM)によ

る電界分布を図 3 に一緒に示す。FEM による電

界分布と FFP を逆フーリエ変換したに電界分布

と比較して導波路端面の電界分布がほぼ一致し

ていることが確認出来た。 

しかし、図 3 の±1.3μm において、FEM による

電界分布は微小な山が生じているが、FFP を逆フ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ーリエ変換した電界分布には表れていない。これ

は、フレネル-キルヒホッフの回折公式を近似し

たため、小さな電界分布の変化を正確に変換出来

ずに誤差が生じたからだと考えられる。 

 

4. まとめ 

 今回は FFP を測定し、逆フーリエ変換によっ

て光の出射端面における電界分布を直接計測す

る手法を検討した。これにより、導波路端面の光

フィールドの評価が可能であるといえる。 
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図 2 シリカ系ハイメサ導波路の FFP 
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図 1 シリカ系ハイメサ導波路 
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図 3 シリカ系ハイメサ導波路端面の電界分布 
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